
令和４年度 京都市小学校 NIE実践研究会 活動計画 

                    

１． 研究テーマ 

「主体的に新聞とかかわり，新聞と対話することで，学びを深める子どもの育成」 

【課題設定の理由】 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け，本研究会では，「情報活用能力」の育成を

めざしていくことが，最重要課題であると考える。子ども自らが新聞を手に取り，新聞と向き

合うことで，自分の《問い》をもち，その解決に向けて取り組んでいくことこそ，主体的な学び

を創造していくことになる。 また，GIGAスクール構想の下，これまでの教育実践と ICTを効

果的に融合させることで，より質の高い情報活用ができると考える。今後も NIE研究会の活

動の果たす役割はたいへん大きいと思われ，この研究テーマを設定した。 

 

２． 活動目標 

「令和６年度全国大会開催に向けての組織力・実践力の構築」 

【目標設定の理由】 

令和 6年度の全国大会に向けて，研究会のつながりを大切にしながら，より良い子どもた

ちの成長を願って進めている研究活動を引き継いで繋いでいきたい。また，質の高い研究活

動を行うために必要な研究会員の実践力を高め，２年後に全国大会を運営できる力量をつ

けることが，研究会活動のみならず，会員の所属校，さらには全市にその成果を還元していく

ことにつながると考え，この目標を設定した。 

 

３． 今年度のおもな活動内容 

新型コロナウイルスによる感染拡大防止のため，オンラインでの会議の仕方や研修方法をそ

れぞれの会員がこの１年で身に付けてきたことを生かして活動を進めていく。活動の形態や内

容については十分検討し，感染拡大防止に最大限配慮しながら，オンラインの利用も含め可能

な範囲の中で研究会活動を行っていくものとする。 

 

４． 活動計画 

６月下旬に，総会をオンラインにて行う。メールによる資料配布を行い，確認した後，承認を得

る。また総会終了後より，各部の活動計画を立て活動を行う。 

※令和４年度は，チームスやホームページを活用し，交流を深めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． 研究組織と業務・役割    【役員１８名   研究員２２名】 

 
総括 

国語科・外国語科

研究部 

社会科・生活科・

総合的な学習の時

間研究部 

道徳科・特別活動

研究部 

助言 

相談役 

顧問 松本校長 

会長 藤田校長 

副会長 内野教頭 

副会長 山田校長 

副会長 今西校長 

副会長 小林教頭 

副会長 林校長 

副会長 山根校長 

副会長 中川教頭 

副会長 伊藤校長 

副会長 内野教頭 

リーダー 研究部長 西村先生 研究副部長 藤原教諭 研究副部長 永田教諭 庶務部長 村田教諭 

研究員 総務部長 高熊先生 

事業部長 古田先生 

会計 小西先生 

竹の里小 本郷先生 

七条第三小 瀧本先生 

桂徳小 長谷川先生 

深草小   竹元先生 

羽束師小 山本先生 

羽束師小 吉田先生 

羽束師小 西尾先生 

大宮小   鹿原先生 

上里小   井上先生 

羽束師小 上仲先生 

羽束師小 先生 

竹の里小 吉岡先生 

小栗栖宮山小 沖先生 

伏見住吉小 岩下先生 

砂川小   徳地先生 

羽束師小 三橋先生 

羽束師小 中西先生 

羽束師小 齋藤先生 

主な 

業務 

・研修の企画・運営 

・企画・連絡・調整 

・役員会運営 

・小教研との連携 

・フォルダ管理 

・会費の管理・運用 

・ホームページ作成 

・通信作成 

国語科・外国語科を

中心とする新聞を活

用した授業づくりの研

究 

・授業力 up研修会 

・授業研究等 

社会科・生活科・総合

的な学習の時間を中

心とする新聞を活用

した授業づくりの研究 

・授業力 up研修会 

・授業研究等 

道徳科・学級活動を

中心とする新聞を活

用した授業づくりの研

究 

・授業力 up研修会 

・授業研究等 

活動の

詳細 

庶務係 

・会員募集・連絡 

・研修参加集約等 

・通信発行（取材・作成）

を複数人で分担する。 

・印刷・全市配付等 

会計係 

・委託金会計 

・会費運用 

・懇親会 

部会ごとにテーマを

決めて，チームスを活

用しながら研究に取

り組む 

小教研の授業力 up

研修会なども必要に

応じて実施 

 

部会ごとにテーマを

決めて，チームスを活

用しながら研究に取

り組む 

小教研の授業力 up

研修会なども必要に

応じて実施 

部会ごとにテーマを

決めて，チームスを活

用しながら研究に取

り組む 

小教研の授業力 up

研修会なども必要に

応じて実施 

 

                                                 

 


